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　70 年代の後半，大学の計算機センターの端末室

で FORTRAN の演習プログラムを作成したのが私

にとって最初の計算機との出会いでした．とはいっ

ても TSS 端末で編集，バッチ投入，結果をライン

プリンタで受け取るという形ですから，計算機に

触ったという物理的な感覚はありません．専攻が理

論物理だったこともあり，それ以上深くお付き合い

することは当時考えていませんでした．

　転機となったのはシステム・ソフトウェアの研究

所に就職することになってから．このときは IT 業

界の将来の発展を見込んで選んだわけではなく，物

理に関係した仕事ができればいい，くらいの軽い気

持ちで出した第一・第二希望に外れ，第三希望にと

りあえず書いた研究所に配属されたのが実態でした

（当時はジョブマッチングのような素敵な仕組みは

なかったので）．

　結果的にはこの配属が私にとって大変刺激と興奮

に満ちた会社人生をもたらしてくれたわけで，当時

の会社幹部の英断（？）には感謝するしかありません．

　配属されて最初に仕事で使ったのが，制御用ミニ

コンピュータと呼ばれていた 16 ビットマシン．こ

れを使った衛星画像処理システムの開発に従事しま

した．メインメモリ 64 キロワード，CPU 性能は記

憶が定かではありませんが，多分メガヘルツ程度の

クロックですから，その能力は推して知るべし．外

付けの大容量ハードディスク装置は腰の高さまであ

る筐体で容量 300 メガバイト．そんな時代でした．

　その後の半導体技術の急速の進歩は皆さんもご存

じの通りで，計算機環境はミニコンからワークス

テーションやパソコンに移行していきます．

　そして 90 年代，インターネットの大波が業界を

襲います．私の仕事も画像処理技術から当時第 2 次

ブームだった AI や分散システム技術へと拡がって

いきました．この時代の変化の加速感は今振り返っ

てみてもものすごく，IT バブルなどという現象も

ありましたが，バックエンドシステムからオフィス

などのフロントエンドシステム，インターネット・

モバイル，そしてスマホの普及で IT が社会の変化

を先導してきたのは，若い皆さんも経験されてきた

ことでしょう．

　本稿を執筆するにあたり，改めて約 40 年の会社

人生を振り返ってみて，大きな変化の時代を業界の

内部から見てきたこと，ほんの一部であってもその

変化にかかわることができたことは大変幸せだった

と思います．

　……と昔話だけでは終わらないのが IT のすごい

ところ．今は IoT や AI などの進歩がますます加速

し，さまざまなイノベーションを起こしつつありま

す．これからの 40 年間は，過去 40 年間で起きた

ことよりも質的にまったく異なる変化を社会にもた

らすでしょう．

　「超スマート社会」「Society 5.0」というキーワー

ドもそれを表しています．情報化社会 =Society 4.0

から次，どのような不連続変化が起きるのか，未来

の社会はどうあるべきなのか，その実現に向けた最

大の牽引力となるのはやはり IT であるのは間違い

がないでしょう．

　特筆すべきなのは，IT に関しては，新しい技術

と社会に与えるインパクトが直結していることです．

今世界を席巻している IT サービス，ベンチャーの

活躍などを見ても分かります．IT は若い人にとっ

てワクワクする分野であり続けるのでしょう．本会

の会員の活躍を期待します．

（2018年 5月 7日受付）
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